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【くらし・こども専門部会】  

 

□ くらし部会  開催：5回 

① グループホームサポートシートの更新 

・令和 5年度に完成したグループホームサポートシートを更新した。 

 

②令和 6年度第 1回事業所交流会の開催 

・日 時：令和 6年 12月 3日（火） 13：30～15：30 

・場 所：加古川市総合福祉会館 大ホール 

・参加者：36名 くらしを支える支援者（共同生活援助、ホームヘルパー、計画相談、生活介

護、訪問看護 等） 

・内 容：ⅰ）名刺交換 

     ⅱ）ワールドカフェ方式での参加者交流 

・アンケート結果からは好評を得ており、継続開催の希望ならびに部会活動への興味に関する反応

も多くあった。 

 ※第 2回事業所交流会を令和 7年 2月 14日（金）に開催予定 

 

③ 映画上映会の開催について協議 

・“くらし”を支える部会としてあらためて一般市民も対象とした「障がいのある人たちが身近な

地域の中で生活している」ことを意識してもらうことを目的とした企画を検討した。 

・映画上映においては 10万円超の経費がかかるため、令和 7年度の予算確保と合わせて企画の協

議を進めた。 

 

□ こども部会  開催：3回 

今後の取り組みについて協議を行った。 



① 放課後等デイサービスや児童発達支援事業所が増えてきており、事業所の支援内容や方針、他

事業所とのつながり等の情報共有が難しい状況との課題が出たため、今後の取り組みを検討し

た。 

・事業所間で特色や悩み事等を互いに知る機会、またそこから役割や立ち位置の確認、連携・協力

していくための体制づくりが必要 

・支援者としての目指すべきところや支援の意識向上が必要 

 ⇒ 市内の放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、相談支援事業所の職員（できれば日常

的に利用者へ直接支援にあたっている職員）を対象とした講演と事業所間の交流会の企画を進

めた。 

 日 時：令和 7年 2月 25日（火） 10：00～12：00 

 場 所：加古川市総合福祉会館 大ホール 

 対象者：市内の放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、計画相談支援事業所 等 

 内 容：①講演『こども時代に経験しておきたいこと ～おとなになった時を見据えて～』 

      講師『相談支援事業所 ぱっそ・あ・ぱっそ』 濵 亜紀子さん 

②意見交換会 

 

■ こども支援ワーキング 開催：1回 

①  ライフステージ年表『にじのわっか～ちょっと気になる子どもの歩み応援シート～』の作成 

 ・各機関から参加しているワーキングメンバーとの情報交換と集約を重ね年表を作成し、最終の

内容確認を残している段階となった。 

 

 

【しごと・差別解消専門部会】  

 

□ しごと部会  開催：5回 

① 「令和 6年度 事業所意見交換会」の企画と開催 

・日 時：令和 6年 8月 22日（木） 13：30～16：00 

・場 所：総合福祉会館 大ホール 

・参加者：43名 

（就労継続支援 A・B型、生活介護、就労移行、計画相談、教育・雇用機関 等） 

・内 容：ワールドカフェ風グループディスカッションを通して顔の見える関係をつくる 

 

② 事例検討会の開催について協議 

・以前は部会において事例検討を行っていた経緯があり、就労継続支援 A・B型・就労移行・生活



介護と計画相談の事業所を対象に案内を送り開催を企画した。 

・令和 7年 1月 17日（金）に加古川市総合福祉会館にて開催 

 

□ 差別解消部会  開催：2回 

① 近況の共有と今後の取り組みについて協議 

・令和 6年版障害者白書をもとに改正障害者差別解消法ならびに合理的配慮の義務化について共有 

し、現状の意見交換を行った。 

・今後の部会における取り組みを検討するにあたり、具体的な事例があれば事務局に連絡をもら 

い、次回の部会で協議する方針を共有した。 

・兵庫県における合理的配慮アドバイザーの役割と実績について共有した。 

 

② 兵庫大学の障がい学生支援オフィスの剱物氏より「Ｑるーむ」の取り組み（修学上に関する相談

支援、卒業後の進路に関する相談支援、学外機関との連携）等の説明を受け、今後大学内で合理

的配慮を要する検討課題があがった場合等の連携について協議した。 

 

 

【相談支援専門部会】 開催：4回 

 令和 6年度は定例会の開催頻度に関するアンケート結果から概ね 3ヶ月に 1回に変更した。 

またアンケート結果をもとに活動内容を決め、事務局主体の企画運営から部会員（相談支援専門

員）主体の取り組んでいける体制への変化を図った。また今年も教育と相談支援専門員とのスムー

ズな連携を目標として「特別支援教育コーディネーターブロック会」への出席等、活動の幅を広げ

て開催した。 

① 定例会の開催 

・計画相談にかかるさまざまなテーマ（報酬改定、防災について 等）を取り上げ、グループワー

ク等を通して意見交換を実施した。 

② 特別支援教育コーディネーターブロック会への参加 

・部会員が分かれて各ブロックの会議に参加した。 

以上 


